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マスメディアは“究極のエコカー”として FCV を大々的に扱っている．読売新聞は 2014
年 8 月 18 日付社説“燃料電池車 エコカーの選択肢が広がる”で『電気自動車（EV）と
同様，走行中に二酸化炭素を排出しない。／火力を含めた発電所で作った電気を使う EV よ
















                                                  
1 http://www.nikkei.com/article/DGXNASDZ250EE_V20C14A6MM8000/ (日経電子版 2014/6/26 0:33 付
記事) 
2 例えば，佐野博敏他による高等学校「化学Ⅰ」教科書（第一学習社，2002 年 3 月検定済）p.114 には『水
素は，水や生命体を構成する元素として，地球上に広く分布している。しかし，単体としては，ほとんど
存在しない。』という記述があり，野村祐次郞他による「【新課程】チャート式シリーズ 新化学 化学基礎















① CH4(g) ＋ H2O(g) → CO(g) ＋ 3H2(g) － 206 kJ @ >800℃6 
 
② CO(g) ＋ H2O(g) → CO2(g) ＋ H2(g) ＋ 41 kJ @200℃7 
 
①と②をまとめると CH4(g) ＋ 2H2O(g) → CO2(g) ＋ 4H2(g) － 165 kJ（@ >800℃）
であり，物質量 4 mol の水素を作るためには，800℃以上の温度を保つために必要なエ











③ CH4(g) ＋ 2O2(g) → CO2(g) ＋ 2H2O(l) ＋ 889 kJ @25℃ 
④ H2(g) ＋ 
2
1 O2(g) → H2O(l) ＋ 286 kJ  @25℃ 
⑤ H2O(l) → H2O(g) － 41 kJ  @100℃10 
 
最後の式に示した状態変化に必要な熱量（蒸発熱）を考慮すれば，物質量 1 mol のメ
タンを燃焼させたときに得られる熱量は，物質量 4 mol の水素を燃焼させたときに得
られる熱量から，先に示した吸熱反応に必要な 165 kJ を減じたものと同等である． 
 
水素のもつ性質で重要なことは，沸点が 20 K（氷点下 253℃）と極めて低く，常温では
液化することができないこと11である．このため，ガソリンや灯油などの常温で液体である
炭化水素や，加圧することによって常温で液化可能なプロパンガスなどと比較して，運搬

































                                                  
12 例えば，経済産業省水素・燃料電池戦略協議会
（http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/energy_environment.html#suiso_nenryodenchi）ワーキ



















注目すべきは，EV を製造販売している米国テスラ・モーターズの CEO である Elon Musk





















の 1 未満（約 13 %未満）でなければならない 
という明確な事実がわかる．メタンは油田あるいは天然ガス田で井戸を掘れば自噴するの
                                                  







21 『理化学辞典第 5 版 CD-ROM』岩波書店（1999）. 
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